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発刊にあたって

本書は，原の辻遺跡特定調査事業に伴って実施したラ平成10年度の原の辻遺藤発掘

調査報告書です。

原の辻遺跡は，中国の歴史書 f委主志倭人伝jに登場する， r一支圏jの「王都jとし

て特定されている遺誌です。 f毒患志護人伝jに記された 3世紀の日本に存在した国々の

中で，国の蔀がはっきりと特定されているのは原の辻遺跡だけで，全国的にも貴重な

遺跡であり，平成9年9月に国史跡の指定を受げました。

今回の調査は，平成8年の謂査で発見された日本最古の「魁着き場跡jと弥生時代

のj日河道を結ぶ、水路などの状況を確認するため実施いたしました。その結果，薪たな
哨 Lゅせん

弥生時代の!日河道や環濠，溝などの遺構や，長崎県で初併の中国前漢時代の[五録銭j

や， r三翼鎮jなどの遺物が発見されました。このように原の辻遺跡は多発掘調査のた

びに重要な発見が棺次ぎ全国的に注目をあつめる遺跡で， 一日も早い国特別史跡の指

定と保存整備・活用が待ち望まれます。

今回の発掘調査の成果を学術的な資料として，また文化材の保護のため役立ててい

ただければ幸いです。

平成11年3月31日

長崎県教育委員会教育長 出 口 啓二郎
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1.本書は，原の辻遺跡特定説i査事業に伴って実施した，平成10年度の発掘調査報告書である。

2.本書に収録した遺跡の調主地区は，長崎県壱岐郡芦辺町?菜江鶴亀触字不篠に所在する。

3.調査は長崎県教育委員会を主体として，原の辻遺跡調査事務所部長(副参事)宮崎貴夫と文化財

保護主事杉原敦史が担当した。

4.本書で使用した遺物の実測および遺物と遺構の製ITmは，掠の辻遺跡調査事務所がおこなった0

5.本書に収録した遺物・国諮・写真は，長互の辻遺跡謁査事務所‘で保管している。

6.本書の写真は，宮崎貴夫が掻彰した。

7.本書の執筆はヲfIl. :3. (討を宮崎貴夫が，それ以外を杉原敦史が担当した0

8.本書:の編集は杉原敦史による O

本文目次

し遺跡の立地と

1.地理的環境…

z・・・・・・圃・・1

2.歴史的環境………………………ー………………………………………………-……………2

II. 調査の経緯 ………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー~ * .. • .. • • • '" '" .. • .. .. .. .. .. .. .. ~ .. .. • .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. • ..・・..一.............................…・……3

III.謂 査・

1. 調査概要 -……・……..........・・・・・ a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・... . . ~ .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. * .. • • .. ..‘・・珊・・・--7

2. i童

ワ
.) . 

構 ………・.............................................・ a・・・・・・・ a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

4傷・・・・ー・・・ 2・・.........・・.‘・・・・・・・・..............................・・・・・・・・ g・.......................網・・ e・・・・・・ 0・・・・・・36

4. ま とめい……ー…・…………ー……………・ー…ー…ー…………-.-・ a・-ぃ……・一………………一ー…-79

表 日 次

1表 これまでの原の辻遺跡の主な調査の経緯と成果………………………………………………---4



挿図目次

第 1図壱i技島および遺跡位置国・

2留平成9年迄の調査成果による主要遺構配霞i窓口/10，000) ………………………………5 
第3図謂査区配置図(1/6 ， (00) ・……・…~. . . ..・H ・-…………………………………………………6
第4国主要遺構配置図(1 /1，000) …………………………………………………………一.9
第5図 A区， B. D区遺構配置図(1 /200) ……………………………………...・H ・~. . .. .・ a・-……11
第6冨 C区遺構配置図 ( 1 /200) …. ~ ~ . . . . ~ . . . . .. ~ . . ..旬.............・・・・・・・・・................・・辱・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

第 7図 E区遺構記震図(1 /2(0) ……………………………………………….4...........… .......13 

第8図 D区東壁土居留(1 /60)…."....………………………・………………………………………・14
第9jgj E区北・東・南壁土層関(1/60)….......…………………………………………………….15 
第訪問 C区北壁土層図け/60)…………一一一…………………………………………………17
第11図 1号!日河道土語図(1 /60)…………・........……………………………………………………18

第12図濠土層図①(1 /40)…………………………………………………・…"・ e・-……………19
第13図 濠土層図② ( 1 /40) ……………・・廻.... . .. . .. . .. . ~ " .. " . . .. . . .. . .. . . .. .. . . . .. . .. . .. .. . . .. .司・・・・・ e・・・...........・・・・ 2・・・・・20

第14国 l 号濠遺物出土状況 ( 1 /40) …・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・......................・・・m・・・・・・・・・21

第15図 4号j毒・ 6号溝遺物出土状況(1 /40)……………………………..・ e・-……………………..22
第16図 5号溝遺物出土状況(1 /40)………………………………………………………………….23 
第17毘溝土層図(1/20)……………………………………………………・………………………….24
第18国 A区l号・ 2号土壌実測図(1 /30)……………………………………………………………25 
第四図 B区2号土壌実測図・土層図(1 /30)……………………………………………………一・…26
第加盟 B尽3号土壊実測図・土層図(1 /30)…・……一……………………………………………27
第包囲 B区6号・ 10号土壌実摂Ue:J(1 /30)……………………….........….........………………・.29
第221Z1 B毘17号・ 24号土壌実潤図 ( 1/30) …… e・・・・・・・・・・・・・・・・..・.................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30

第23国 B区27号・ 34号土議実諜国(1 /30)………………...・h ・..………………………………一一.31
第24函 B区28号 .D反2号土境実i耳目図・土層i窓口/30)……………………………………….....32
第25図 D区3号・ E区i号土壌実測図・士、層図(1 /30) ……~ .. . . .. . . . . . .. .・ a・-…・…………………..33

第26図 E区11号土墳実測医J(1 /30)……………………………・........………………………………34
第27図 E区16号土壊実調図(1 /30)………………………………一…….........………………35
第28rrgj E区1号聾棺実滅菌 ( 1 /10) …・・・...........".・・...........・・・..................................・・・・・・・・・・・・・36
第29留 1・2号18河選出土土器 0/2，1/ノ4)……………………....・ a・-……………………38

第30図 2号!日河道出土土器(I 4)……………………………………………………………..39 
第31函 1 号濠出土土器① 0/4) …............・・・・.......・・・b・・・・・・・・・ z・也..................・・・・・・・・・・...........・ーι
第32図 1号i濠出土土器② 0/4) 一一…・...............・・・・・ s・・・・・・・・ー.......................・ー..................42
第33図 1号濠出土土器③ (1/4 ) …・…....................................晦岳・・ E・・・・・・・・・・ 2・・・・・・・・・・・... .. .. . ~ .・・・・43

第34密 2号濠出土土器①(1 4)…-一一……………………………………………......"........・H ・.44
第35間 2号濠出土土器②(1/ノ4)・….......………・………......



第46図 E/K1号・ 11号土壌出土土器(1/4)………………….... ~ .. .. .. .. .. ..……………………………59 

第47図 E !X16号土壌出土土器(1/4)…...・ e・-一……・……………………・……………・…一一…60
第48函 朝鮮半島系土器，その龍の土器①(1/2)…・…・……一…..".・ a・-…………………………61

第49図朝鮮半島系土器，その他の土器舎は /2ヲ 1 り……………………………………62
第50図石器・石製品① (2 :3)……・…........................................................................65

第51図 石器・石製品② (2/3) …-・……・・….....‘・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2・・・ a・・・・・・・・・・66

第52図 石器・石製品@(1/2) …・・・・・・・・・・・.... .. .. .. .. .. ~ .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. c .. '" .. " .. .. • .. .. .. .. .. .. • .. ~・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 67

第53図 石器・石製品④ ( 1 2 ) ・・・.... . .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. " .. " .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. . .. .. ~ .. .. ~ ~ . .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .. .閏・・・・・・・68

第54霞i石器 ・石製品⑤ (1 2) …・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・..............................・・が・・・・・・・・・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・69
第55国 石器・石製品⑥ (1 2， 1/3) ....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...........................70

第諸国 石器・石製品⑦(1/3)…・・……・・……・…・-……・…・…・……………………………………71

第57図石器・石製品⑧(1 2， 1 3)…・……・…………………………………一…………72

第58顕石器・石製品⑨(1 /3)……・……・……………………………………………………........73

第59盟 石器・石製品⑬ (1 4)"・・・・・・・・・・・・・・・・・・ z・・・・・・・・ a・・......ー・ 2・・・・・・・・ e・e・...・・…・……................74

第60関 石器・石製品⑪ (1 3， 1 4) 一一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・日

第61図 出土五銭銭・三翼錫i(I 1)……・……・……・……・…・……・……………………………….76

第62図 骨角器・土製品ー勾玉 (1 1， 1 2)……・……・一………..............一……………………77

第63国 時期別遺構配置図 ( 1/500) …-…・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a・・・・.....・81

図版目次

問販1 調査風景 (B[式)・議査風景 (B区)・謂査風景 (B!x)……………………………………83 

図版2 A区全景(茜から)・ 1号fE1河道検出状況(東から)・ A区1号土横遺物検出状況……一一..84

函版3 A区2号土壌遺物検出状況 .A区3号土墳 万 .A区3号土墳完掘状況…………………85
図版4 1号溝遺物出土状況・ 1号溝完掘状況・ 1号溝横断土層……………... ~ .. .. .. .. " ..…………………86 

隠抜5 B'D区全景はとから)・ 2号濠と 4号譲検出状況・ 4号濠遺物出土状況・………………..87

1塁絞6 4号露遺物出土状況・ 4号濠出土状況・ 4号濠完据状況………………...........…………一…88

図版 7 2号濠遺物出土状況・ 2号濠遺物出土状況・ 2号濠遺物出土状況………一一一......一……...89

図按8 DI玄全景(南から). D毘全景 (::!tb，ら)・ 3号濠検出状況…....・ a・-………-…….......一…ー90

底抜9 2号講遺物出土状況・ 2号溝遺物出土状況・ 2号講と 3号薄検出状況……・…・……・……..9]

随坂10 4号溝と 5号溝検出状況はと西ーから)・ ガ (東から)・ 1万1遺物出土状況…・…・…….92

民版11 B区2号土壌造物出土状況 .B/K6号土壌万 ・B区10号土境 刀 …………………..93 

国版12 B区17号土壌遺物出土状況.B区26号土壇 万 . B lZ27号土壌 万 ………・…………..94
図版13 B区28号土壌遺物出土状況・ D匿1号土塘 ρ 'D!X3号土墳 万 ……………………95 
歯版14 礎盤1と礎皇室2検出状況・礎盤 1検出状況・礎盤2検出状況・…………一一一一…・・………...96

図版15 2号濠内土子状遺構検出状況は七から)・ 万 りとから)・ 万 (南から)……………97

図版16 2号濠内土子状遺構 i検出状況・ グ 2 ガ ・ グ 3 万………ー…………………・98

民肢17 2号濠内建築部材出土状況・ Jl 槽万 ・ 万 五銭銭万………………・……………99

図版18 E区全景(北から). E 広東部とD区検出状況(グト E区南部 刀 (東から) ……100 

問販19 5号濠と 6号諜検出状況(高からい E区内 3号濠横住rr土層・ 6号諜 か ………………101 
図版20 5号譲横軒土層 (E区北壁ト グ (北部). JJ (南部) ….........……一一………..102

図版21 E 区1号土壌遺物出土状況 .E区11号土塘 万 . E [5(16号土;績 万 …………一…….103

販22 1号斐轄検出状況・ 5号濠内掘り込み か ・5号濠内掘り込み出土木製竪杵………..104

図版23 C区全景(西から)・ 2号!日河道検出状況・ 7号溝検出状況……・…………………………l出

国版24 1号譲遺物出土状況はとから)・ グ (南から)・ l号議模ー断土層……………………106

国版25 1号濠遺物出土状況・ 万 ・ 万 ……・……….... .. ~ ~ .. .. .. .. ..………………ー………...・H ・...107



上遺跡の立地と環境

1 .地理的環境

壱i技島は，九十Hと朝鮮半島の間に位置する東西約15km，南北約17km，面積約139m'の島であるO 行政

的には長崎県に属しているものの，長崎県本土との交通アクセスは航空路のみで直接結ぶ航路は無い。

佐賀県呼子町とはフェザーで約1時間，福間県の博多港とはフヱリーで約2時間半，ジェットアオイ

ーノレで約 1時間で結ぼれている。経済的・文化的には博多の圏内である。

島の地形を概観すると，全体的に平坦である。標高約213mの岳の辻が島内の最高蜂で、あるO 同じく

玄界灘に位置する峻険な地形の対馬とは対照的な景観を有するO 品の基盤は，第三紀の堆積岩で，そ

の上を玄武岩が覆い低平な地形を形成している。島の南東部には「深江田原jと呼ばれる，長崎県内

第2の広さを誇る平野があり，県下有数の穀倉地帯となっている。原の辻遺跡は，この一平野に吉状に

伸びた台地を中心に広がっているO 遺跡面積は，約100haの規模で，芦辺町と石田町にまたがってい

る。台土患の標高は最高部でも18m程度であるが，平野全体を見渡すことができる O 遺跡の北儲には島

内最大河川の橋鉾JlI(全長約9km)が麗から東に流れ，約1km離れた内海に注ぐ。この幡鉾JlIを遮る

と，島西部の半域湾等の沿岸に出ることも容易である。また， r深江田原jは局留を丘陵に閉まれ，盆

地状の地形となっている。
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上療の辻遺跡 2.カラカミ遺跡
3.輩出遺跡

第 1菌 壱絞島および原の辻遺跡位置霞
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2 .藍史的環境

壱岐島は，博多，対J.f&へ約67l叫佐賀県呼子まで約26km程の距離で，その地理的条件から中国大陸

や朝鮮半畠と百本とを結ぶ，文物の交流，交通，訪衛上の中継地点，拠点として重要な役割を歴史的

に果たしてきた。

3世紀の中患の壁史書 f貌志{要人伝jには f一支f考uとして記載され，弥生時代終末期の壱岐の状
況が紹介されている。 r(対馬留から)南に瀦海という海を渡弘子余盟行くと，一大国(ー支国)に

着く。長官は卑狗，副官はキ奴母離と呼ばれている。広さは白方三百堅ばかり。竹林・叢林が多く，

三千ばかりの家がある。やや田地があるが，食べるには坦らない。 i苓北に海を渡って米などを買って

くる。j短いが当時の壱岐を知る費重な記述である O

現在，壱i技では約60箆再ITの弥生時代の遺跡が譲認されているが，原の辻遺跡iまその中で最大の規模

り，検出，出土した遺構と遺物も質，量ともに地をしのいでいることから支閣の王都に特定

されているO 遺跡の謂査はきくは大正時代から行なわれてきたが，平成5年からの諮査で遺跡の中

心となる台地を取り巻く多震の環濠が確認され，全国的に注弓を洛びた。そして原の辻遺跡は，

f委人伝Jに記載された自の蔀が唯 4特定された遺lfiJl;として評価されている。

島内で原の辻遺跡以外の弥生時代の重要な集落遺跡としては，カラカミ遺跡と車出遺跡、が知られる。

カラカミ遺跡は，原の辻遺跡と同じく弥生時代前期末から始まる C 高地に位霞し， をj{<<らしてい

るが，療の辻遺跡と比べると規模は小さく遺物の内容もやや劣る。原の辻遺跡とは)511砲に発祥した

落が原の辻遺跡の発展過程の中で，原の辻主導で連合したものと思われる O 王転出遺跡は弥生時代中期

に始まり，その発祥持には原の辻遺跡は発展を遂げていたため，またi播鉾JlI上流に位置するが，その

水系により原の辻遺跡とも結ば、れているため，発祥持より原の辻主導の連合下にあったと考えられる。

原の辻遺跡の集罰の一部が分離，形成した集落の可能性もある。 西側の低い丘捷を越えるとラ対馬を

指む半域湾;こ出るO 島内外から原の辻遺跡へ入る物資の撮入ルートの島西部拠点，また島の西部地域

の管理拠点として重要な集落てもあったと推測されるG

原の辻遺識は，集落として古墳時代前期まで続いたことが挫認されている O 遺掛から北東に位置す

る丘駿上に 5世紀墳のものと考えられる，大塚山吉墳が築かれており，このころまでは原の辻遺跡の

首長などと繋がる支配勢力が付近に存在したと考えられるが，考古学的には実証されておらず，今後

の調査を待っところであるO

6 iit紀から 7tlt紀になるとヲ確認されているだけでも約270基もの古墳が島内で築造されている。こ

れは長崎県の吉墳の約半数iこの;まり，その中でも県内最大の前方後円墳で、ある双六古墳(全長約93

m) ，同じく県内最大の丹壌である鬼の窟吉墳(直径約45m) ，金銅製馬具が出土した笹塚-~i填(藍径

約38m)などが代表的である O 壱i技の首長と中央政権との5:$1，)結びつきが窺えるが，これもまたラ壱

岐島の中国大陸や朝鮮半島と日本との中継拠点としての，政略的，居防的重要牲に起出すること

いない。
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11.調査の経緯

!京の辻遺跡の調査は，鰭鉾JfI流域総合整括計T認に保わる冨場主主錆fこ伴う範囲確認調査及び緊急発掘

調査を平成3年度から平成9年度にかけて実施し，弥生時代の大規模な多重環濠や船着き場等の重要

な遺構や遺物を発見した。

平成5年度の調査では，遺跡の中心となる舌:試の台地の東側一帯の緊急発掘調査と北側から西側一

帯の範思確認調査を実施し，環濠をはじめとする弥生時代の重要遺構を検出した。その結果に基づい

て関係各機関で協議を行ない，平成5年度の謁査箆所を含めた工事区域の約ム 5haについて，非農

沼地を設定して遺構の保存を留ることとなった。

平成6年度の調査は，台地北側一帯の緊急発掘調査を実施し，環濠等の遺構を検出した。またラ遺

跡の南側の大Jl/地底では農道拡幅工事中に中国製陶磁器類などの古代の遺物が大量に発見されたため，

工事を中断して調査を実施した。

平成7年震には，震の辻遺跡謁査指導委員会において，これまでの謂査結果に検討が加えられた結

果，当該遺跡が f課志倭人伝J中の「一支国jの王者Eとして特定された。

平成8年度は，遺跡の西部一帯の調査を実施し，弥生時代中期前葉の船着き場跡，それに付属する

石組遺構，弥生時代前期末から中期初頭にかげての水田畦畔遺構ラ弥生時代から古墳時代にかけての

!日河道などを確認した。

平成9年!支の調査では擦鉾JI/の弥生時代中期のi白河道と濠等を確認し， 10河道内から高床建物の

部材である床大引材をはじめとする多数の建築部材や100点以上の朝鮮系無文土器等が出土しヲi岳地部

分の居住域も確認した。

!日河道の調査については播鉾/11流域総合整備計画に係わるi播鉾Jf/の河川改修工事に伴って，平成

6年度から平成8年度にかけて実施した。その結果，遺跡内てもの幡鉾11/の弥生時代前期末から古墳時

代前期にかけての!日河道4条，濠2条，i誇1条を護認した。

また，これらの開発に伴う謂査と平行して，台地部分の遺構確認調査も平成 6年震から平成立年宣

までの予定で，継続して実施している(高元・原・大川地区)。その結果，台地頂上部分とその周辺部

の調査で，祭犠用と考えられる高床建物の柱穴群や区画のための台地を東西に切る濠等を検出し，こ

の付近一一苦が遺跡の中核的部分であることが判明した。台地北部の高元地区では，竪穴式住居跡等を

検出し，この地医が居住域であることを薙認した。

平成8年震に確認した掛着き場踏は，各調査で検出した鱈鉾Jf/の[日汚道から離れた位置でト検出した。

当然，これと!日河道の間は自然の，もしくは人為的に造られた水路で結ばれていたことが推定される。

当該調査は，これを確かめるべく，船著き場跡と幡鉾111の!日河道との簡を結ぶ水路等の状況を確認す

ることを自的とする。平成10年8月3日から平成11年3月12日の期間，長崎県教青委員会を主体に，

原の辻遺跡謂査事務所が担当して撞鉾Jfil日河道に沿った遺跡の北西部面積2，297ぱの調査を実施し

"戸市
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果

戦国式銅剣 1・トンボ玉など出土。

涼の久i保A地毘，原の久保B地区などの墓域を発見。

議資・発見年度 i発見者・調査主体 j 

大三干竺型空友雄・削減太長引学会への遺跡の紹介・

;議田忠正 ;$蓄鉾)11改修にう耕地整理での調査。
一一一一一一 一ー

しー;
;九学会'東亜考古学会;住詰跡，墓域の確認。 ト骨，宣泉社。原の辻上層式の設定。

昭和29年 !東亜考古学会

昭~~49'F I-
昭和50~52年 |長崎県教委

石器から鉄器へ転換した典型的遺跡の評{露。

間場整備で大原地長から結形銅剣2・鍋;文 1出土o

j大京地区で， 稿人の基盤鰹整輔蹴備船恥町tに昨こ哨拝

i見し，

ド大Jll地i三，

上大JII地援では，方務規矩鏡，干さ鈎銅製11など出土。遺跡が台地上

いに広域に拡がること

11繕鉾}ll総合整額事業平成 3~5 年

成

昭和14年

昭和26~39年

い遺跡が大規模な多重環濠集落平成5年

であることが判明する O 各種:の務大な資料が出土する O

露地区の高台部分で高床建物群を確認。高元地区で弥生中期平成6年

ト菅，~古墳時代初頭の住居跡13軒，こと墳30主主などを確認し，

原地区高台部分で弥生時代高床建物群と古墳時代初頭竪穴住居

i~支国の王蔀であることが特定される。

i遺跡北関と西側の水田部分に弥生中期の毘住域が拡がることを

;確認する。

!出土する。台地欄の八反地区で，脳き場跡と水田畦畔遺構

lを発見する。腕区で濠と竪穴住毘を躍認する。京の久保地区
f は墓域を確認し，内行在文鏡などが出土する。

i遺跡北西部の溜地予定地で，弥生時代仁1"期のIFlI可道そ確認し，

j高床建物の床大引材を発見する。諮問大原地区で濠を確認する0

1地区では濠と
ドド篠地区で弥生時代中期のIfJi可道，弥生時代中期から後期18河

道，弥生時代中期の濠I条，弥生時代後期の濠5

2条など確認。大111地区の墓域調査。調査指導委員会で

ココヤシ製笛などし，に濠や11::1河道なども

を挫認する。

長崎県教委・

委教町

・

由

委

委

委

石

教

教

教

間

栄

町

叫

県

辺

鯖

辺

一

一

騎

芦

長

芦

一

長

平成8年

成9年

弥生時代芦辺密J教委

v や合墳時代の溝などを確認し，

平成10年

が出土する。

第 i表 これまでの原の辻遺跡の主な調査の経韓と成果
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III .調査

1 .調査概要(第 3民第8~l，第 9 民第10図)

調交区はラ原の辻遺跡調査事務所持)21の非農用地に，謂三年開始当初には西からAp<: (lOm x 70m)， 

B反 (10mx 50m)， C s: (10m x 30m)を設定したが，調査途中で濠や溝等の遺構の追跡調査のため

にB尽を67ぱ革大し， D区 (6. 5 m X20m) とE区 (20mX30m) を追加設定した。

は， A区をi誌き残りの 4f>Zで共通である。 11習は褐色の現在の水田作土層であるO 2層は

a， bの2つの震に細分されるが， 2a層は灰縄色で現在の水田下層士で、ある。 2b層は近1ft:から近代

の水田の下層二!二と考えられ，明Jグ〈褐色をしている。B'D区は， 2b 層下ですぐに弥生時代の遺構面が

検出されたが， C'E[>(では中宮に埋め立てたと考えられる混探の褐灰色粘質土の 3層や， [日河道内

を弥生時代後期から吉壌持代前期に埋め立てた淡褐灰色粘質土層 (C区5a 層， E rざ4a雷)などが

あり，それらの下が弥生時代の遺構屈となる。 A は，平成9年に埋め立てた客土が2mほどあり，こ

れを捻くと場所によっては近現代の水田作土居が薄く残っている所もあるが，大半の部分はすぐに弥

生時代の遺構雨が検出する。なお， A・B・D.Ek互の地ILrは，近現代の開場整犠により高IJ平をうげ， C

区の地山も弥生時代後期~古墳時代前期に 2号!日再道を埋め立てる際に埋土とされ部平を受ηている O

2 .遺 4轟(第4国，第5Q主j，第6関，第7関)

(1) 1白河道(第11国)

i日河道は 2条検出した。 1号!ljjf[道は，現在の嬬鉾JI[の支流に相当すると忠われる。 A区で検出

しゃJ道は斜めに調査区を切っている O 最大幅約26mを確認した。深さは安全上約 1m60cmしか掘れ

ず，それ以下を確認していないが，灰色砂層(8層)となったためほぽI11密部に近いと考えられる O

この 8J膚冨から;はま須玖I式ご土i:二器l吉r主i段F箆器主若讃玖I立I式士
をうけた地~区え王:にあたるが， 1 J爵はこの時整髄された水田の下層とと考えられる o 2 a層・ 2b層は，

それ以前の近代や近世の水田下層土と思われる O 平成9年度tこ溜池造成工事に作って謁査した，約30

mほど離れた地区において同じ時期の現在の幡鉾JII本流と推定される!日河道が検出したが，この再道

内は須玖II式の吉段階の期間に人為的に埋め立てられ，水田として利用されていたことを謀認した。

当該!日河道は西岸が調査区外であり，東岸部分も後の時代に 4罷・ 5寝の自然水路に切られているの

で不明な点は多いが 6・7層は水平堆積しているため，同じように人為的に理め立てられ利用され

たと誰部される。 3躍は古墳時代の埋め立てと患われる O 南東から北百方向に流れ，前述した平成9

年度の調査地尽とのi認でi播鉾JlI本流と合流するものと考えられる。 2号!日持道は，同じく轄鉾J11支流

にあたり，東岸がC 西岸の際部分がD区で検出した。推定幅約15mで，高から北方向へ流れて本

流と合流したものと考えられる。東岸寄りのJII底部から須玖I式・ II式土器が出土したが，中央部分



からは弥生時代後期の遺物が出土したため，徐々に埋没しながらも湾道中央部分は弥生時代後期まで

残存したものと推定されるO 確認した深さ註約80cmである。

(2) 譲(第12[品第13冨，第14[認)

は 6条検出した。 1号濠li，幅約 1m40cm，深さ約60cmを測り，長さ約12mを確認した。弥生

時代中期の遺物が出土した。 c広を南西から北東へ走る。 2号濠は， B 1:><:から検出し，幅約2m30~60 

cm，深さ約80cm~ 1 mを鵠り，長さ約55mを確認した。 B[乏の北端から註じまり，南に走る。 3

は， D 区から E~互にまたがり東西方向に走る O 額約 3m，深さ約 1 m30cm，推定長約14mを測る。 4

号譲は， B区北西角をかすめて南西から北東に走る。 5号ー濠は， Ei乏からはじまり北へ走るO 幅約2

m，深さ 70~90cmを iMU f) ，長さ約24mを謹認した。 6号諒は， E区から南西へ走る。幅約5m，深さ

約 1mを調り，長さ約10mを確認した。 2~6 号濠は共通して，弥生時代中期の遺構をす'JìJ，埋土の

下層から弥生時代後期の遺物が， q:1層付近からさ墳時代前期の遺物が出土するため，弥生時代後期に

掘られ，古墳時代前期に埋没したと考えられる。これは，弥生時代後期にこの 5条の濠が複雑に互い

が中継し合l~，総体として接合的環濠を形成していたことを意味する O 過去の調査の結果，原の辻遺

跡の環濠はヲ弥生時代中期から後期に，多重環状的に存在したと考えられていたが，少なくとも当該

調査地区においては，違うことを今回の調査により確認した。この状況がこの地区の特殊性であるの

か，遺跡全体に共通したものなのかについて辻今後の課題である。ヨ的としては， I虎口j的なIlfJ1i想的

意味があると考えられる。 2号濠に;土地出を掘り残した土一子状の遺構を 3笛所確認したが，その目的

は不明である O またヲ 2号濠と 5号濠には築造後しばらくして掘った掘り込みの部分を伴うが， これ

は農業用水等に利用するために雨水や，最下部が切り込んでいる縄文時代の泥炭賛震からの湧水を溜

めるたものと考えられる。なお 2号濠南端部埋土から前漢代の五銑銭が出土した。

(3) 溝(第Ei函，第諸国，第17図)

溝は 7条検出した。 1号講はA区で検出し 1号-Ifl;!可道に沿って高東から北西に走る。 幅約 1m

70cm，深さ約80cmをほかり，約8mを確認した。下層から弥生時代中期の遺物が，上層から古墳時代

前期の遺物が出土した。 上層部分のみ古墳時代前期に掘り産した可能性がある。 2 号~6 号溝は， B 

区~D区にかけて検出した。 2 号溝は幅約 1 m50cm，深さ約40cm，長さ約9mを滞るO 弥生時代中

期~後期初頭の遺物が出土した。 3号i需は，幅約1m，深さ約30cm，長さ約6mを測る。弥生時代中

期の遺物が出土した。 4号溝は，揺約80cm，深さ詳]40cmをi揺り，長さ約10mを礎認した。弥生時代中

期の遺物，焼土・炭化物層が出土・検出した。 5号溝は，幅約 1m40cm，深さ約40cm，長さ約20mを

測る。弥生時代前期末から中期初頭の遺物が出土した。 6号諜は，幅約80cm，深さ約30c科長さ約3

m50cmを謝る。弥生時代前期末から中期初頭の遺物が出土した。 7 2号i司河道を壇め立てた

層に!日河道東岸に拾うように切り込んでC医で検出し，幅約2m50cm，深さ約60cmを 1~U り，長さ 7m

50cmを謹語、したO 古墳時代前期のものと考えられる。 2号・ 3号・ 4号溝は区画のためのもの，その

f邑の溝は生活・農業患の用排水路と考えられる o 2号濠によって 2号・ 4創部ま西端を 5号j誇は途

中を 6号溝は東端を切られ 3号溝は 3号濠によって東端を切られている。

8 
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第s図 C区遺構配置盟(1 /200) 

第 7菌 乞区遺構詑童謡(1 /200) 
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第 8国 D2r東喜堂土j欝図(1 /60) 

1. にぷい褐色ニヒj欝(水田作二七)
2a.灰織色土j濠(水周下!欝土)
2b咽 にぶい策機色ゴニ提言
3.灰資褐色こと腐
4. 言者灰色土j欝
5a醐灰色土j欝
5b幽踏灰色土層

5c.灰オリーブ色粕策ごとj欝
6.時灰黄色土j欝
に褐灰色ニtJ議
8幽炭化物i箆褐灰色こと題
9. ，:，S，い賞褐色土j欝
10. ，こぶぃ策栂色土顔
11陶灰策褐色ニヒyii
12刻 lこぶい策綴色ことj欝
13.にぷい黄褐色ごとj爾

14.褐色こf:J欝
15.灰策褐色土j欝
16. ，こぶい~'f[色土j欝

17. a音褐灰色土j欝
18. E定資褐色土j欝

19. ，こぶい策褐色土j欝
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2考!日河道
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6.2m 

三日y
o 2m 
トー一一…一一一一一一←一一一----1

上褐色ことj欝(水田作ニ仁)

2a.灰掲色ニたj欝(水間下尾署土)
2b.明灰褐色ニ1:1欝
3.磯i箆褐灰色粕鏡ニ1:1欝
4a. 黛掲d車占号電土持寄
4b.掲灰色粕鍵土層
4c. 炎褐灰色粘質ニ1:1欝
58.砂i箆淡褐灰色粕質土j欝
5b瑚オリーブ灰色砂腐
5c.砂・小枝等混灰色粕健二仁j欝

6.策灰色粘質土j欝

7a.灰褐色土j警
7b闘掲灰色土麗
7c. a音灰褐色土j欝
7d.灰重量褐色土j欝
7e.灰黄色粘質土j欝
7f.灰色粘鑓ニ仁}欝

1号滋

第10閤 C区北壁土壌国(1 /60) 

62m 

6.2m 
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上梅灰色土j欝

、民~、、-、向一』吟侍一h一~ザ伊…戸占戸..一守ザ日日苧一♂F一叩叩司一…

2a.にぶい燈色粕霊童ニ!:J欝
2b.にぶい褐色粘質ニ!:J欝
3.褐灰色紡策ニヒj欝
4.瞭褐灰色粕質ニ七j醤
5.木薬・小牧毒事滋灰黄褐色粘質土屡
6.灰黄色粕鑓土産量
に灰色粘質ニ!:J欝
8欄灰色砂j審
9.褐灰色粘質土j欝
10. ，こぶい策鐙色粘音壁土層



E 

G 

c 号濠 O 
5.4m 

2号濠北部

2号濠中央部

F 
6.2m 

1a耳炭化物混赤灰色土層

lb電褐灰色土震

lc‘灰褐色土震
2a.灰糞褐色土層
2b.黒褐色炭化物j警
3.灰色結質土層
4.灰オリーブ色結貧土震

上にぶい褐色土屋{水出作土)

2.灰掲色土震{水面下震土)
3a.にぷい赤褐色土層
3b.赤灰色土震
4a.淡赤灰色土産喜
4b.灰褐色土層

4c.褐灰色こと震

5a.淡掲灰色土j奮
5b.淡灰褐色土層
5c. a膏黄灰色結集土建
5d.葉灰色結糞土層
6.藷灰オリーブ色粘質土震

H 
5.8m 仁灰褐色土層

2a.褐灰色土層
2b.炭化物混褐灰色土震
3a.炭化物混糞灰色土麗
3b耐語審灰黄色色土層
3c.灰色粕寅土層
4a. F.k黄褐色土j雲
4b.にぶい黄鐙色土震
5.穏灰オリーブ色粘賓土j審

1 3号濠 J 
s2m 

2a 

ーでT ー詰「
~~-

¥ 一一一一一一一 一一一~
ヰ一一~/

第12図凄土麗認を(1 /40) 
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O 

上にぷい褐色こと星雲(水密作土〉

2a.灰掲色土層(7.I<EE下震土)
2b.にぶい糞鐙色土震
3.灰葉褐色土麗
ヰ市葉灰色土層

5a.灰色土層
5b. H音灰色土層
5c忌灰オリーブ色結実こと震

6.結灰黄色土層

~ニニニ ζ二

2作、



(4) 土壌及び竪穴状遺構(第四国~第27[2<])

今回の調査地区においては，土墳をはじめ竪穴状遺構が数多く検出した。ここでは実認閣を掲載し

たものに限って報告する。時期別にすると，域ノ越式土器~須玖 I式土器主体がBs:2号・ 6号土壌，

Efメ.16号土讃，須玖 I式土器主体がB区10号土壌，須玖II式土器主体がA区 1号・ 2号・ 3号土壌，

B区17号土壊・ 24号土議・ 28号土壌・ 34号土壌， D区2号・ 3号土壌， El玄1号・ 11号土壌である。

用途別にみると，本来貯蔵穴で最終的 となった可能性があるのが， A区3 Bs:2 

• 10号土壌， D区3 E区1号土壊で，斑棄土壌がA反1号・ 2号土塀， 13区6i手.17号・

24号・ 27号・ 28号・ 34号土壌， D 2号土墳， E [>(11号・ 16号土壌であり，この内B区2号・ 6号土

墳は，石製品の粗材や未製品，チップ等を多く出土したので，石製品工房関連のものと考えられる O

なお， E区1号土壌から清石混入の楽浪系土宗， 16号土壌から蔀漢代の三翼鯨が出土した。

(5) その地(第281翠)

ち区ではラ石製の礎躍を伴う柱穴を 3筒所躍認した。 1京の辻遺跡では，前述した近議する平成9年

度の潟地造成工事に伴う謂査地区において，大型高床建物の控築部材である床大引材が出土したが，

この材は礎石建物や瓦葺き建物に使用される可能性を指構された。しかし，現在までの調査では礎石

や瓦は発見されていなし'0また，他の遺跡の例では礎穫は木製であり，当該遺跡では床大引材と

礎撃との組み合わせの可能性も出てきた。 E区では， ヒ護ヲ ド警とも須玖I土器新設階による，

小~皇室棺 1 基を検出した。 B'D'E では，北部を中心に柱穴状/J\穴が集中して検出した。

K 

M 

5号濠北部

5号濠海部

L 

57m 

N 
5.7m 

上灰褐色土j雲

2.褐灰色土濠
38.灰黄褐色粘繁土震
3b.炭化物混陪掲灰色結嚢土層
3c.黄灰色結質土層
4.灰色粘質土薦

5.炭化物混結灰色結集土層

上灰褐色土層

2.炭化物混掲灰色土層

38.夜糞権色結震土j膏
3b.炭化物混稽掲灰色粘嚢土震
3c.糞灰色粘嚢土j警
4.矯灰黄色事占賓土震
5.淡糞灰色土震
ふ手妻褐fS土震

o 2m 
F 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」

第13図濠土車関a(1 /40) 
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W 

2号j蕎

3号潜

1号溝

T 
58m 

二二二7二三ア
2 

ヰ号;喬

3 

5号溝
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G 
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V 
5.6m 

R 
58m 

X 
5.6m 

第17冨溝土壇呂(1 /20) 

24 

P 
5.5m 

1a. 若者褐灰色こと震
lb.灰褐色土震

lc.炭化物・焼土混にぶい褐色土獲

2a・灰業褐色粘震土層
2b.褐灰色結質土層

1. 1こぶい褐色土層

2醤字書灰色土震

ふ灰褐色土層

4.淡灰掲色土層

上灰褐色土震

2. iこぶい糞褐色土震

上炭化物混赤灰色土震

2.炭化物・焼土混灰褐色土震

3.灰黄色土麗

1.炭化物混赤灰色土層

2.褐灰色土震

3‘炭化物混緩褐灰色土j警

4.穫色焼土層
5写炭化物混にぶい糞燈色土麿

6.炭化物混灰葉祷色土層
に灰褐色土麗



/ 

一…一一一一一一 一一一一一一一一 三盆m

て 一一一一一一一一----~ - / 
¥ ・・a 帽...-旬、./
¥~一一一一九，.. -=::~二二ニニヨ，.r (土器i立中華車線にかかるもののみ)

A区1号土墳

H
U
G
d
{
 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一単位

o 1m 
ト一一一一一一一一一一一→一一一一一一一一一一一」

A区2号土壌

第18国 AIK 1 ..j号・ 2号土壊実i慰留(1 /30) 

~25 



腿一川明必繋弘前咽出
z

寸

纏一付師酬明快副山区繋.的

蜘開け廿必恕区岡山川棄と盗・N

醸け叶副知鰹〆JV勺け『.F

「c
 

三
三
五
議
頴
2
日
一

w
O
'
g
 

宙開¥こ堕璽吋・呂田町…wm懸け叫WN凶∞盟問
F

滅

寸

lilotili--i!J131ijINfill-iiijjjjj!!sail2

，

fi
ノン

431トliiii

引!?JViiiiifit--Eli-j

EC白

EC∞ 

// 

26
一一

品



ε 

-" 

c 

¥ ¥  

8 で万一τ士旬、 JPU M 

切

‘-~，. Il 
u 

• .. e 

、

---..え『ミ-;-vrAI//( / "同..u....l
¥4三〕ょん/

。。

."司唱'''''.11岨J..!i111凋}

L-

_.~ 。

ーノ

，. 
~ 

" 

• 
聞

' 明. 

ij!i 
--同・

初 -t



(白円、¥こ密索隊轡け常時三て常国一回∞密FNM瀦

組持け令市時三凶包

i鴻ゴ

へ
、
そ
¥

J
d
p口
廷
の
た

小
母

do¥¥ヘ
f

d//九六抗¥¥イ

白州内EOr

E田町

D
 

もPQゐ

4g 
Q
 

ー

!?liLUtf
出向
州内

。

融再村松田凶∞

Qd 
つμ

。



8区17号土壌
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8区28号土壌
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5.8m 

5.8m 

仁 iこぶい黄褐色ニ仁j言

2.淡灰黄褐色土屋
3.炭化物混褐IS土震
4.灰糞褐色土層

5.議灰色土層

DIZ2号土壌

第24国 B区28号 .D1R2号土壌実i問題・土層図(1 /30) 
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2剛炭化物混褐色土j議

3.灰褐色土層

4‘灰資褐色土j欝

上炭化物混褐灰色ニf::J欝
2.策灰色土}欝

ふ淡賞灰色粘策土j欝

4.長患褐色粘緩土腐

D区3号土嬢

E区1号土壌

D区H号.E区1号土機実i期間・土j欝悶(1 /30) 第25国
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上遺物

84，072点ラ;石器

今自の調査で詰，コンテナ309箱分88，615点の遺物が出土した。その数量的な内訳は，土器・陶続器

ヲ511点，金属製品10点，木製品3点，骨および、骨角製品19点である O 出土遺

物の約95%を占める土器・陶盛器から説明を行う。

(1) 土器・鶴雄器

① 1号!日河道出土土器(第29匡D

1~9 は，逆L 形および鋤先形口縁の警である o 8・9註，Cl縁下に三角突;帯をめぐらすn 1・

5・8がにぶい樺色 2・6・7が灰黄褐色 3・4がにぷい程色 9が灰掲色を呈する。胎土に 1・

3 • 4・7・9が石英・長石・ 2・6が石英・角関石・金雲母 8が石英・長石・赤色砂・

金雲母を含む。 10 ・ 11 は翠底部で，外誌面jは上げ底状をなす。 10は浅黄樟色， 11はにぷい樟色を呈~，

¥ 
¥ 

Z 司己ブーーャー
を

o 50cm 

一一一一「一一一ーベ

第四国 El2rl号聾棺墓実測閏(1 0) 
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飴土に10が石英・長石・金雲母，さらに11は黒色齢、を含む。 12は広口壷の， 13・14は警の蓋である0

12は小さな孔が2箆所みられる。 12が灰黄褐色， 13が明赤掲色， 14が韓色を呈する。飴二とに13が石英・

長石， 12・14が石英・ を含む。 15・16は鋤先彰口誌の広口査である o 15の頚吉f5に縦位の

部分暗号がはいる。 15が灰黄褐色， 16が明赤掲色を是し，胎土tこ15が石英・長石・金雲母， 16が石英・

長石を含む。以上の 1号fR河道出土土器は，弥生r:ty!fl言言葉の震玖I式古段階~中期後葉の須玖II式古

段階までの土器を含むが，須玖 I式吉段階~新段階を主体とする O

窃2号!日可i差出土土器(第29・30図)

1~3 は，上層出土の撃である。 1 は布留式翠で口縁を外方に摘みぎみにおさめる。 2 は{く j の

字形Ij畿の弥生後期の翠である O 蔵吉J)は凸レンズ状底をなす。 3r主逆L字形日誌の護である。 1は積

色， 2 fまによい笹色， 3 tま灰黄楊色を呈し，胎土に 1が英・長石・赤色砂 2が石英・長石 3が

石英・長石・金雲母を含む。，4~11は，下馬出土の土器である。 4~7 は逆L字形および鍛先形口縁

の歪である o 4がにぶい赤褐色 5・7がにぶい積色 6が明赤褐色を呈し，胎土に 4・6・7が石

英・長石・金雲母 5が石英・長芯・赤色砂・金雲母を含む。創立u縁がrくjの字形の鉢である O
氏黄色を呈し，胎土に石英・長石・金雲母を含む。 9~1lは，丹塗輩である。 9 は袋状口縁の形態を

残し， 10は「く jの字形に屈曲する複合口縁である o 9は灰黄色， 10・11はにぷい黄樺色を呈し，胎

土に 9が石英・長石， 10・11が石英・長石・金雲母を含む。第29限17は，層から出二iこした無文士

口縁部片で，粘土観が指オサエされ楕円形状をなす。掲灰色を呈し，胎士に石英・長石を含む。下討

では後期前葉，上屠では古墳諒期の資料ーが出土して，河川は後期前葉以降;こ埋没したことが分かる。

③ I 号濠出土土器(第31~訪問)

1~26は 1 層(上層)出土土器である o 1 ~ 6 ・ 9~11は，逆L字形および、鋤先形[]縁の蜜で、あ

る。 9~1lは口縁下?ア二 をもつが， 11は白線状にナデて突帯をつくり出している o 1・2がに

ぶ、い褐色 3 ・ 9~11がにぶし 4・5が灰黄褐色 6が灰褐色を史し 5が胎土に石英・長

石を含む{告は，石英・長石・金雲母を含む。 7・8は， rくjの字形に外反する口縁の警で 7は後期
初めの翠であるが，れま後期の新しい様相をも ~)o 7は撞色 8はによい黄樟色の色調で 7は胎土

に石英・長石・金雲母を含み， れま石英・長石・赤色砂・角関石・金雲母を含む。 12~201J:，壷であ

る。 12~17は袋状日誌の長頚壷である。1:3が黒塗りの可能性をもっ他丹塗を施している。色調は

12が浅黄樟色， 13が樟:色， 14がにぷい樟色， 15がにぷい黄樟色， 16がにぶい褐色， 17が灰黄褐色を呈

する。飴土には，いずれも石英・長石・金雲母を含むo 18は屈曲部に淡い稜がつく袋状口縁壷で，に

ぶい黄樟色の自認で，胎土に石英・長石・赤色砂・金雲jヨーを含む。 19は複合仁i縁の長頚衰で， 20とi同

一侶体の可能性をもっ。 20は頚部を打ち欠かれ，焼成後の穿孔がみられる o 19は灰色， 20はにぷし

樺色の色調で，飴二uこ石英・長石・金雲母を含む。 21~24は丹塗の大型笥形器台である。1\1字形の突

をめぐらし， 21は鍔端部に刻呂を施す。 21と22は同一餌体と考えはLる。邑調は， 21・22が浅黄樟

告， 23が灰革命褐色， 24がにぷい黄絵色， 25が撞色を呈する o H台土は， 25が石英・長石を含むf患は，石

英・長石・金雲母を含む。 26泣広口壷の蓑で，陣笠?診をなす。/ふさ右子Lが2{毘ずつ対にみられる。赤

'~37 
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褐告の色謂で，胎土に石英・長石・金雲母を含む。 27・28はII屠(下層)出土土器である。 27は鋤先

形口縁の霊で，にぷい黄褐色を呈しラ胎土に;石英・長石・金雲母を含む。 28は有蓋の広口壷である O

!話曲した口縁に泣小さな子しが2語、所みられるO にぶい樟色の色調で，土に石英・長石@

む。以上の 1号濠出土土器は，弥生中期後半から後期の土器を含んでいて，後期には濠としての機能

誌なくなり，弥生終末頃には埋没してしまったことが考えられる。

④ 2 号議出土土器(第34~37出)

1 ~17は護である。いま，く!の字形口縁の在来系斐である。調下半はヘラケズリの後ナデ仕上げ

されている O にぷい赤褐告の色調で，日告土に石英・長石・金雲母を含む。 2は，踊吉IHこ2留の竹管文

を施す護で，外来系製品であろう。灰白色の色調で，胎二i二に石英・長石・角関石・金雲母を含む。 3

~17は，布留式系撃である。仁1縁端部を， [AJ上方に摘みぎみにおさめるものは.;)・ 10)以外は外

方に摘みぎみにおさめるものに分けられる。腕部に沈線や波状沈線 (6f~9) や竹管文(10) ，刺突文

(11) を擁すものがある。色謂は， 3・4が灰白告 5・8・9・15が灰黄色 6・10・11・12・16・

17がにぶい黄楼色 7・14が!天黄褐色を呈する。胎土には， 3・9が石英・長石， 17が石英・長石・

角関石・金雲母を含む{色は，石英・長石・金雲母を含む。 18~26は壷である o 18は球主主の蹄部から口

縁は外湾し，場部がヨコナデによって田線状をなす。 灰白色を呈し，胎土に石英・長芯・金雲母を含

む。 19は口縁が甚線的に開く広口蚕である O 腕土部に10f留の京u突文を施す。灰黄色を呈し， o台土

英・長石・金雲母を舎む。 20~21 は，小形士rtである o 20・21は鋼部下半を手持ちヘラケズりする o 20 

が掻色， 21が浅黄境色， 22がにぷい葉樟色を皇し， 21i土に20が石英・長石， 21が石英・長石・赤色砂・

金雲母， 22が石英・長石・金雲母を含む。 23・24は長頚壷である。 23が浅黄撞色， 24がにぷい槍色を

し， o台土に英・長石・金雲母を含む。 25・26泣小形丸底;者で， 26は指整形されいびつなっくりで

ある。 25がにぷい整色， 26が接色を呈し，胎土に石英・長石・金雲母を含む。 27f~28ははi陰系一一

口縁査である O 胸部内面はヘラケズリされる。 28は腕上部に液状沈線が部分的に入る o 27が浅黄霞色，

28がにぶい撞色を呈し，月吉土 tこ五英・長石・金雲母を含む。 29~32は浅鉢である。 29~31は屈岳部か

ら仁i縁が大きく開く鉢で， 31は駒内面がヘラケズリされる。 29・31がにぷい撞色， 30がにぶい黄褐色

~， 29が胎土に石英・長:ti.赤色砂・金雲母ヲ 30・31は石英・長石・金雲母を含む。 32は丸底鉢

である O にぶい樟色を呈しヲ胎土に石英・長石を含む。 33~40は高杯である O 33 ・ 36~38は杯下半が

浅く，屈曲部から逆ハの字形に上半が開くものである。 33の郡部は柱状部がテンタシス状をなす o 37 

は杯上半に暗文が入る。いずれも色調はにぷい掻色を呈し，胎土に33が石英・長石・赤色砂・金雲母，

36が石英・長石， 37が長;石・赤色砂・金雲母， 38が長石・金雲母を含む。 34・35は杯下半が丸みをも

っ深い身の高杯である O 杯上半には時文嵐にタテミガキが施される。にぷい糧告の色調でラ月合土に34

が長石・金雲母， 35が長石・赤色砂・金雲母を含む。 39は杯部が丸く屈局部の段をもたないもので，

にぶい綬色の色調て二倍土に石英・長石・金雲母を含む。 40は三角錐芳三の郡吉1)て二裾部はi宣線的に関

心によい樟色の色言語iで，9会一七fこ石英・長石・金雲母を含むo 4l~43は鼓形の器台である o 41は受部

外面tこ語文が施されている o 42は;J、形品で， 41ともに裾部内面詰ヘラケズりされる o 43は内面がハケ

40 
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ナデ出しされている。 41が灰黄色， 42が浅黄燈色， 43が浅黄褐色の告謁で，胎土に41がお英・長石・

赤色砂・角関石・金雲母，誌が石英・長石・赤色砂・金雲母， 43が石英・長石を含むo 44は小形ジ、ヨ

ツキ形のj有賀土器である。把手はミガキ状に仕上げている。以上の2号諜出土土器は，櫛出康雄氏編年

の IIb 式~IIC 式に相当する資料で，濠を理める古fjに一括投棄されたものであろう O

③3号濠出土土器(第訪問)

1 ~ 2は，小形市である o 1は腕部下一半をラ 2は踊部内i揺がヘラケズリされている。 3は[く jの

字形口縁の浅鉢である。色調は 1が殺色 2がにぷい黄樟色， 3;こぶい稜色を呈しヲ胎土に 1が石

英・長石 2・3が石英・長石・金雲母を含む。この他に布程式護の破片が出土していて，柳田氏編

年のIIc式に相当する資料ーであろう。

⑥4号濠Lb土土器〈第諸国)

4~6 は，布留式翠である 4 は口縁端部を内上方に 5 はタト方に，摺みぎみにおさめ 6 は上方

を平坦におさめている。 4の胸部上半に 7{IQ!の束u突文を施している。色調は 4がにぷい黄樟色 5が

灰黄色 6 が!火設褐色を呈し，いずれも胎土にお英・長石・:金雲母を含む。 7~9 は， L1J1室系の二重

口縁最で、ある O いずれも腐部内部はヘラケズリされる。劇部上音!日こ 8は縦に 6個の刺突文，竹管文を

施している。 10は晦質土器歪である。回転ナデ仕上げされる。以上の 4号濠出土土器は，櫛田氏編年

の nb 式~IIC 式に相当する資料であろう。

⑦ 2 号溝出 L:土器(第39~41 図)

1 ~29は 2 号溝出土のこと器である。 1~5 は鍛先形口縁の妻で， 1 ~ 3は口縁下に三角突帯をめ

ぐらす。 3は口縁端部に 6倒の刻臼そ施す。色識は 1が褐灰色 2・3が程色 4が灰掲告 5が

灰黄掲色を皇し，胎土Lこ]が石英・長お 2が石英・長石・赤色砂を含む他は，いずれもお英・長石・

金雲母を含む。 6・7は跳ね上げ[]縁の歪である。 6はにぷい援色 7はにぷい黄警告を呈し，胎土

』こ 6が石英・長右・赤色砂 7が石英・長石・金雲母を含む。れま fくjの字形口縁の奮で，ハケを

ナデ治して仕上げている o iこぶ、い棒色の色識で， H台土に石英・長石を含む。 91主鎚先形口縁の丹塗棄

である。端部には亥UBを施している。:こぶし:;，陸色の色調で，治土に石英・長石・金雲母を含む。 10は

T字形の口縁が内傾ずる大斐である。器i語はチデ仕上げされている。種色の色調で，日台土に石英・長

石を含む。 11~20 ・ 23~25は査でみる。 11 ・ 12は丹塗の広口査である。 11は頚部に吉155持者文が施され

る。 11がにぷい陸色， 12がにぶい黄樟色の色調で，胎土に11が石英・;長石・金雲母， 12が石英・長石・

赤色砂・金雲母を含む。 1}--.....15は鏡先形口誌の広[J蚕である。 15の口縁は内面に突出して葦受状をな

し，穿干しがみられる。 13とおの口縁端部には刻自が施される。 13が撞告， 14がj長葉色， 15が浅黄控色

の色調で，胎土にいずれも石英・長石，金雲母を含む。 23~25は鋤先形口縁の大壷で，端部に刻呂を

施すo 23・25が浅重軽色， 24が浅黄色を呈し，船二!-.に石英・長石・金雲母を含む。 16~18は丹塗の袋

状口縁長頚輩である。 17の頚部には暗文が施されている。 16がにぶい桧色， 17が灰白色ラ 18がにぶい

葉笹色の色調で，居土に16が長E.金雲母を含む他は英・長石・金雲母を含む。 19は口縁下;こ突帯

をもっ福岡王子聖子j;J、東の長頚壷である。 灰白色の色調で，胎土;こ石英・長石を含む。 20は瓢箪7容の褒で，

48 
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M字突帯が2条巡る。にぶい整色の色調で，日台土に石英・長石・金雲母を含む。 21・22は丹塗鉢であ

る。 21がにぷい黄撞色， 22がにぶい樟色の色調で，飴土に石英・長石・:金雲母を含む。 26・27は蓋で，

26は丹主主土器である。 26の天井部には放射状にミガ、キが施されている。 26はにぷい楼色， 27は浅黄櫨

色の金調で，s台::l::に26が石英・長石・金雲母， 27が長石・金雲母を含む。 28 ・ 29は鍛先7f~口縁の丹塗

高杯である。 28がにぷい賓掻色， 29が接告の色調でラ給土に石英・長石'金雲母を含む。以上の 2号

溝出土土器は，弥生中期末~後期初頭の資料である。

⑧ 5号溝出土土器(第42・43盟)

1~25は 5 号溝出土の土器である。 1 ・ 2 は如意形口縁の警で 1 は胸部に 1 条沈線が入る。 1

がにぷい樟告 2が灰掲色の色調てる， Ht土に石英・長石・金雲母を含む。 3・4は断面三角形口縁の

聾である。 3がにぶい燈色 4が樟色の色調で，胎土に石英・長石・:金雲母を含むo 5~ 9は逆上

形口縁の翌て二 6 I主端部に沼目を施し 6・9は錦部上半に三角突帯を鮎りつける。 5が灰褐色 6

がにぷい樟色 7・8がにぷい黄諮色，灰白告の色調で，船二t".に石英・長石・金雲母を含む。 10・11

は上底の台状になった服部下半部片である。 10が浅黄樟色， 11がにぷい樟色の色調で，日台土に石英・

長石・金雲母を含む。 12は援燕文土器の撃で、ある。逆L字形の口誌で，外方を平主互に仕上げている。

にぷい褐色の色調で，自台土に石英・長石・金雲母を含む。 13~15は単口縁の広口査である o 13が浅黄

樟色， 14が灰黄掲色ラ 15がにぷい黄権色の色調で， 1:1が胎土に石英・長石・角F:'lJ石・金雲母，他が石

英・長石・金雲母を含む:016~18は}二部を肥厚した未発達の逆L字形口縁のrt口議である。 16がにぷ

い黄撞色， 17がにぶい慢色， 18が浅黄棒色の色認で，胎土に石英・長石・金雲母を含む。 19は無頚査

で，掲灰色を呈し，斡土』こ五英・長石を含む。 20は口頭部が直立ぎみに立ち上がる議で，ヨコミガキ

調整される。無文土器系の壷であろう O にぶい黄撞色の色謂で，飴土に石英・長石を含む。 21・22は

壷密部である o 21が灰黄揚色， 22が浅黄櫨色の色調で， 21が石英・長石・金雲母， 22が石英・長石を

含む。 23は莞Jf=lをもっLJ縁の鉢である。灰白色の色調で，飴土に石英・長石・金雲母を含む。 24は笥

形の器台である。にぶい黄藍色の色調で，胎土に英・長石を含む。 25は支脚jで，にぷい黄楼色の色

調で，月古土に石英・長石・角関石・金雲母を含む。以上の 5号溝出土土器は，弥生前期末板付IIb式

~中期初頭域ノ越式の資料であろう。

⑨おiズ2号土壌出土土器(第44[ij)

1~5 (ま逆L字形口縁の歪である。 1がにぷい検色 2がにぷい黄褐色 3が掻色，Aがにぷい褐

色 5が灰黄掲色の色調で，飴:Lvこ1・2が石英・長石， 3~ 5が石英@長石・金雲母を含む。 6・

7は上j去の患部で、ある。 6が明赤褐色 7が淡赤掲色の色調で，立会土に 6が;石英・長石・金雲母 7

が石英・長石を含む。 8tま土部を杷厚した未発達の逆L字形口縁の広口壷である O 頚nI司界に三角突帯

を巡らす。灰黄褐色の色調で，飴二ねこ石英・長石・金雲母を含む。れま壷2月下半部片である O にぶい

整色の色調でラ土に石英・長.金雲母を含む。以上の土器は中期初頭の域ノ越式の資料て、あるO

⑬B区10号土墳出土土器(第46[之D

1~3 は逆 L字形口緯の撃である。 3 は口縁下， 'ー を巡らす。 1・2がにぷい控色， 3がに

50 
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ぷい黄穫色の色調で， H台土に lが石英・長石・金雲母 2が石英・長石， 3が長石・金雲母を含む0

4 iま未発達の鋤先形口誌の査である O にぶ、い黄棒色の色調で， H会土に石英・長石・金雲母を含む。 5

は未発達の鋤先形仁i縁の高杯である。模色の色調で，胎二とに石英・長石・角閃石を含む。 6は筒形の

器台である。にぶい黄藍色の色調で，胎土に石英・長石・金雲母を含む。 以上の土器は，弥生中期中

頃の須玖 I式新段階の資料である O

@Bs17号土場4出土土器(第45民)

7 ~10は錫先形 iユ縁の警で，口露下に三角突帯をつ{ずる。 7 ・ 9 ・ 10はにぶ、い黄援色の色調で，飴

に7・8が石英・長石・金雲母 9が長石・金雲母， 10が石英・長石・赤色砂・金雲母を含む。 11

は袋状口縁壷， 12は鏡先形口縁査でいずれも丹塗土器である。 11がにぶい経色， 12が浅黄犠色の色調

で，fjfj土に11が石英・長石， 12が石英・長石・金雲母を含む。 13・14は丹塗高杯である。 13はヒ半に

語文を施している。 13が欝色， 14が浅黄樟色の色調で，器土に13が石英・長石， 14が石英・長石・金

雲母を含む。以との土器は，弥生中期末の須玖Il式新段階の資料であるO

⑫Elズ.1号土横出土土器(第話題)

1~4 は， E 1号土壊出土の土器である o 1はき警下半部である。 によい黄撞色の色謂で，胎土に

石英・長石・金雲母を含むo 2は椀形の丹塗鉢である O タトi需t半はヨコミガキされる。にぷい掻色の

色調で， g台土に石英・長石・金雲母を含む。 3は錫先7野口縁の高杯である。にぷい掻色の飴土に

長石・金雲母を含む。 4，ま楽浪系の清石混入土器である O 上方外方を平坦におさめた玉縁をもっ深鉢

である。褐灰色の告讃で，;菅石を多く混入する。以上の土器は，弥生中期末の須玖II式新段階の資料

て込ある O

⑬E r?S:11号と墳出土土器(第訪問)

5~8 は護である。 5 ・ 6 は鋤先形口縁の警で 6 は口縁下に三角突帯をもっ。 5 がにぷい橋色，

6が樟色の色調で，いずれも胎土に石英・長石・金雲母を含む。 7・8は斐JJ主主15で 8は腕下端でく

びれをもっ福間平野以東の護法部で、ある 7が明赤褐色， 8が緯色の色調で， M会土に 7が石英・長li.

赤色砂・金雲母 8が石英・長石を含む。れま屈曲口縁の丹塗鉢である o Vこぶし寸在色の色調で，胎土

に石英・長石・赤色砂・金雲母を含む。 10・11は丹塗の袋状口議長頚査である。 11の頚部には時文が

入る o 10が撞邑， 11が』こぶし~;偉企の色調で，月会土に 10が石英・長石， 11が石英・長石・金雲母を含む。

以上のE区11号土壊出土の土器は弥生中期後半~末の須玖II式吉段階~新段階の資料である。

@E区16号土壌出土土器(第47図)

1は逆L字形LJ縁の撃で，服部』こ 2条の沈線が入る。 2はとげ底の窪底である。 1がにぷい糧色，

2 が糧告の色調で，いずれも胎土に石英・長石を含む。 3~!) は壷である。 3 はと部を把厚した未発

達の鋤先形仁l縁の査で，頚澗界に 2条の三角突帯が入る。 4は5fl底の患部で，外面はタテミガキされ

るO 5は，腕仁三手に最大径をもっ豪で， 仁三芋がヨコミガキされる o 3が談赤接色 4が灰白色 5が

にぷい種色を呈し，いずれも飴土に石英・長石・金雲母を含む。 6 は守二角~手をもっ無文土器系査で

ある O 外国は平i菅な仕上げがなされ，詑線が1条めぐる O 黒色〈部分的に灰白色)を呈し，胎土に石
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-長石・黒褐色砂を含む。以上の土著書は弥生中期初頭~前葉の域ノ越式と讃玖 I式古段階の資料で

ある O

⑮E区1号霊棺(第47毘)

7はE区1号聾穏で，鋤先形口縁の翠を組み合わせて合口護棺とする。上奮は，器菌がナデ仕上げ

され，調部中央』こ境成後の穿子しがみられる。下聾はヲ外面がハケ調整され，腕部中央tこ焼成後の穿子し

がみられる。上警がにぷい黄樺色，下撃が撞色を呈0，いずれも胎土に石英・長石・金雲母を含むo

E区1号窪棋は，弥生中期中寝の須玖I式新段階の要をもちいている。

⑮その他の土器(第48・49民)

1はヘラ描きの複続出形文を施す牽腕部上半片である。灰白色の色認で，胎土;こ石英・長石・赤告

岳、を含む。 2はp-j弧を対に向き合わせてヘラで描いた壷蹄部上半片である。灰白色からにぷい黄檀色

の色調で， H台土に石英・長石・黒色砂を含む。 3拭外屈に連続束5突文を施す鉢片である。灰自色の色

調で，日台土tこ砂岩質砂を含む。 19は屈曲口縁でタ十万が由競文状にくぽむもので，灰白色の色調で，胎

土』こ石英・長石・金雲母を含む。これらは，中層地方の搬入品の可能性が高い資料である。

⑫朝鮮半島系土器(第48・49図)

4は手ずくねの鉢で，黄灰色の色調で，飴土に長石・黒色砂・金雲母を含む。 E20区3f書出土。 5

'~14は粘土紐の玉縁をもっ無文土器系護である。 5 が整色 6 ・ 12がにぷい黄軽色 7 ・ 14がにぶい

撞色 8が黒褐告， 9が明蒜灰色， 10が灰黄褐色， 11・13が掲灰色の色講で， ~.台土に 5 ・ 9 が石英・

長石・角関石・金雲母 6が石英・長石・角関石・赤色砂・金雲母 7が石英・赤色砂 8が石英，

10・12が胎土に石英・長石・金雲母， 11が石英・長石， 13が石英・金雲母を含む。 5がB5医2層，

6がD18区2層 7が2号濠2層 8がB23区2層 9が2号溝， 10がB15区21邑 11が5号溝ヲ 12

が5号濠， 13が2号濠2層， E 5区3号落ち込み出土。 20は無文土器系護体下半部である O 樟色の色

調で，胎土に石英・長石・金雲母を含む。 E区ピット112出土。 18は瓦質壷体部片である。外I扇に平行

タタキ文，内面に平行条線当て呉痕がつく。 1 号濠 1 層出土。 15~17は掬糞土器である。 15は口縁に

回線がめぐる小壷である。 C2s:2J露出土。 16は外面に縄!吉文タタキと沈線を植す壷錦部片である。

器内は樺色を呈する。 C11 2層出土。 17は上半?こハケ呂と沈線を施す壷踊部片である。 E18区2層

出土。毘-1毘体の破片がE18区から 2点ある O 開質土器はこの地に 3号濠から 6点， E21区から 1

出土している O 朝鮮半島系の土器・陶磁器は，今回調査で，楽浪系滑石混入土器問毘体2点，無文

土器.iもそ無文土器系16点，瓦質土器1点，陶質土器15点の出土がみられた。

註1 柳田慶雄 f九州J~古墳時代の研究j 6 雄山間 1991 
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(2) 石器(第50図~第60国)

1~8 は， I日石器時代から縄文時代の遺物と考えられる 1は黒曜石製の三稜7B尖頭器で， C区3

層出土。 2は水品製の尖頭器でB区41号 pit出土。 3，4は黒曜石製の台形様石器であるO 3 は C ぉ~ 3 

露出土， 4 IまC区2層出土。 5，6は黒曜石製の鱈石核である。ともにC区2層出土。 n丸黒軽石裂

の縮石刃で， CI三1号濠If書出土。 8はサヌカイト製サイドスクレイパーで， C区 5露出土。{君臨1に

自然記を多く残している。 9は弥生時代の石核と考えられる o A区 l 層出土。 10~18は，黒曜石製の

無茎打製石鎮であるo 10が5号溝， 11と15がB区2層， 12がB区9号土壊， 13がD区u膏， 14が1号

撰， 16がD区2号土壊， 17がち詑 3P邑 18がE 落込みから出土。 181ま中央部がやや黒っぽいものの

全体的に灰白色をしており，佐世保市針尾阜の産出と考えられる o 19は黒躍石裂の石錐で， T字形の

形態をしている。 9は有茎打製石鎮である。細かな筋が入ったサヌカイト裂である。 2gを滞る。 21

は榔葉形磨製石鯨である。頁岩製で3gを測る。 E区4層で出土。 22・23は無茎磨製石鎮である。 22

は頁岩製で3gを掛る oB区1層で出土。 23は粘板岩製で5g を滞る。 B 区 2 号土壌から出土。 24~34

は，磨製石斜である。 24は福岡県東部から山口県にかりで分布する凝灰岩質頁岩， 34が粘板岩を{吏用

している以外(;t， 頁岩を用いている o 24はC区5罷， 25はE区落込み， 26は5号議， 27は2号濠:H吾，

28は E~落込み， 29は3号潜， 30は4号溝， 31. 32・34はB区2層， 33はE区pitから出土。重量は，

24;á~36. 0 g， 257うま38.4g， 267うま25.7g，277.うま16.0g，28カヨ32“3g， 29は24.1g， 30(ま9.4g， 31は43.4

g， 32は43.0g， 33は43.7g，34は30.0gである。 26泣両側面に扶りを入れており，折れた後も

に再手IJ用したものと考えられる O また31は，刃部をきれいに面取りしているため，犠札思として用

いた可能性がある o 35は，胡吉15や孔が無いため磨製石類と考えられるが，連rr罰等の形状などから欝製

石支の可能性もある。重さ77.4gを誕り， C~3 層から出土。 36は無趨聖磨製石二誌である O 重さ 50.0

g を部り 1 号講から出土。:)7~44は石撃である。全て粘板容を使用。 37は B 区 2 号土壌， 38と40は

5号溝， 39は2 3層， 41はD区2層， 42と44はB区2J昆 43はC区6層から出土。重さは37が13.7

g， 38が4.0g， 39が15.1ε，40が16.0g，41が11.5g， 42が55.0g，誌が20.0g， 44が48.0gであ

る。 45は偏平片刃石斧である。粘板岩を素材とし，重さ120.0gを測る oB区6号土境から出二i二o46~48 

は磨製石錘である。全て頁岩を使用。 46はE区落込み， 47はB区10号土墳， 48はC区5屠から出土0

46は10.0g，47は20.0g， 48は53.0gを測る。 49は蛤刃石斧であるO 重さ786.0g， D区2層から出

土。 50は石斧の未製品である。製作中に折れたため廃棄されたものと考えられる。頁岩製，重さ60g， 

l号i白河道8層から出土。 51は蛤刃石斧の未製品と考えられるが，完成前に製作を止め厳石として捜

したようである。 52は扶入方柱状石斧の未製品でトある C 重さ100.0ι 粘板岩を素材とし， C 5層

から出土。 53~56は石庖丁、である。全て頁岩を箆用。重さは53が27.4g， 5，1が20.0g， 55が31‘6g，

56が69.0gである。 53と55はC区6層， 54がA区pit内， 56がE 区落;込みから出土。 57~67は石蕗了で

ある。素材は全て頁岩を使用。重量は57が107.0g，58が77.4g， 59が60.0g， 60が35.6g，61が20写o

g， 62が40.0g， 63が20.0g， 64が20.0g， 65が40.0g， 66が67.4g， 67が40.0gである o 57が 2号

3層ー 58と60が5号溝ラ 59と67がC区6層ヲ 61がB区1罷， 62~66がC 区 5 層から出土。 68~76は
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厳石である。 75が壱岐島外の方鉛鉱か鉛鉱である以外は全て玄武岩を素材としている o 74は全面』こ

朱色の粉のようなものが付着しており，水銀朱をつぶすのに使用した可能性がある o 75は石錘の可能

性もある。 76泣艇部中央に挟りを入れている。高支石として使舟した後に石錘等として梗用したと考え

られる。 68は131.0g，2号揮出土。 69は750g， 2号得出土。 70は894.1g，B区17号土墳出土。 71は

614.9 gヲ 5号溝出土。 72は509.8g，B区17号土壌出土o 73は273.0g，34号土壌出土。 74は127.5g， 

B区28号土壌出土。 75は46.3g， C区5揺出土。 76は288.0g， B 区 2 層出土。 77~83は出石であるO

素材は82の安山岩を除き玄武岩である o 82と83以外は鼓石としても能用した鼓打痕が偶辺に残る。 77

は1054.7g， B ~17号J:壊出土。 78 は 724.5g， 3号溝出土。 79は1280.0g， B区17号土墳出土。 80は

1169.1g， B区34号土i輩出土。81は662.8g， B区7号土壌出土。82は1102.6g， 2号溝出土。83は1700.0

g， 3-5・諜出土。 84~87は大軍の田正iである。石臼のように開いたものであろう。素材は全て玄武岩

である。重さは84が6800.0g， 85が6600.0g， 86が20000.0g， 87が10640.0g 0 84とおが3号溝， 86 

がB区27号土境， 87が 5 号溝から出土。 88~93は砥石である。素材は全て砂岩である o 88は表裏面，

89は表面と側面， 90は表面とー側面， 91・92・93は多角面で使用している。 88は2号溝， 89は3号濃，

90~93は 5 号潜から出土した。重さは88が605.0g ， 89が166.0g，90が575g， 91が125g， 92が2961.7 

g， 93が890.0gである。

表

ム 三葉鍛推定復原図

2 

十日最

O 3cm 
a 

出土五鋒銭拓影
出土三翼鍛実潰IJI%l

第61菌 出土五銭銭および三翼鍍(1 1 ) 
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金属製品(第61l羽)(3) 

さ2.1gを揺る。 中央に一さ1.30l若鳥五銃器である。青銅製の完形品で，治:窪25.55111民1 (ま，

辺が10.2mmの方子しをあけている o Jj子しには7字国にのみ輪郭をとる。法量や f五j-f銑jの書体，福間

2号譲の南端部西岸から出土県守恒遺跡の出土例との比較などから前漢時代の五録銭と二号えられる。

J

ロ
つ今沼の場合，した。守監遺跡の例は弥生時代中期後半から末の遺物包含層からHl土したがヲ

その擦に濠内に体は弥生時代後期のものであるが，弥生時代中期の遺構を多く切って作られており，

五録銭のゴニは初め混入した可能性が高い。原の辻遺跡ではこれまで2枚の賞泉が出土しているが，

てであり，長i崎採でも初fJlJでJうった。

さ3.5g，最大る。青錆裂で茎部と翼部が一部欠失しているが，現存長28.5mm，2 (;t， 

はー」辺10.0nunの三角形を呈する O 茎部は中空になっているが，中国では一般的京高12.0mmを鵠り，

この部分をちって鉄製矢板に装若し，寄の矢として使用したとされる O 弥生時代rtJ期初頭から前

兵庫県会下これまで国内の弥生文化圏内から出ことした一 A半のE区16号土壌内から出土した。

ま7こヲ[11遺跡などの弥生時代後期の例が知られていたが，今回の出土で2i世紀遡ることが判明した。

によるものであり，遺矯内からの出土としては日本初伊!となるこれまでの出土椀

J 
Lウ

5 C 。4C 。2仁コ

日

o 2cm 
ト一一一一一寸一一一一一→

3 

(。
7 仁三己

6 O 

脅角器・土製品・勾玉 (1/し
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あった。五銭銭と同じころに大陸から伝えられたと考えられるが，これらの大陸文化の流入

物の出土は，大陸との交流拠点としての原の辻遺跡の重要性を改めて実証するものであった。平成8

年に検出した，弥生時代中期の船着き場遺構と近接した泣置からのi士一J土であることから，密長な関連

性をもつことが推測される O

樹木製品

木製品は，濠内より出土した。 2号濠の南端付近からは建築部材が集中して出土し，中央部付近か

ら泣内部に仕切りがついた槽が出土した。弥生時代後期から古墳時代前期にかけての遺物と考えられ

る。また 5号濠の方形掘り込みの底部からは弥生時代後期と考えられる竪杵が出土した。

(5) 骨角器(第62図)

1は，骨製アワビおこしである。 日区2層からが出土した。前部，後部ともに欠失しているが，前

[立i及びi荷額Ull揺はきれいに仕上げj]O工を方をしている。 は損傷が激しい。

(6) 土製品(第62毘)

2 ~ 6 (j:，紡長形の土製投弾である o 2(主5号濠1層から， :7と5は5号溝から 4はBPZ2号土

壌から， 6 tま 2 号譲 2 胃から出土した。 2 が32~2 g， 3が24.8g，4が25.:3g， 5が26.9g， 6が17.4

gを諮る o 7は，筋量車である。ー較的な円盤状を呈し， 18.5gを測る o E区pit内から出土した。 8

も紡垂車と考えられるが，断面が算擢玉i丈の珍しい形状をなしている o 45g を~U り J 号構内から出

した。

(1)装飾品(第62関)

9は，濃緑色の軟玉製の勾玉である。上吉sに小さな穿孔を擁している。重さ 1gを諮る。 6号濠1

j膏から串土し
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4 .まとめ(第63醤)

最後に今回の発掘謡査の成果について簡単にまとめてみたい。謂査j玄は，謁査目的であった弥生時

代中期の船着き場遺構と同時期のi播鉾I!!!白河道とを接続する水路等を確認するため，平成6年度から

平成8年疫の河川改修に伴う調査や同じく平成8年度の踊場整信に伴う調査，平成9年度の溜池工事

に伴う調査などの結果を踏まえて，不接地E互に東西に広く展開して設定した。調査の結果ヲ 2条の

6条の濠 i条の溝，小克護怯葉1墓，数10基の土墳 3笛Fす?の石製礎撃を{半う柱穴を含む多

数の柱穴状小穴などの遺構を荏認した。 以下，検出した遺構をその時期ごとにy概観して，今回の謡査

地区の状況の時期別変選を考察する。

弥生時代前期末から中期初頭の遺構では 5号溝， 6号講， B区2 • 6号土壌などを確認し

た。 5号溝と 6 は生活・農業用の用排水路と考えられ， AIRとB区の間で今年度実施した農道整

儲に伴う発掘謁査でも確認されており，さらに西に伸びることが明らかになった。 B区6号土壌から

は石器製作により排出される石チップがまとまって出二iこした。石器工房関連の土壌と考えられる。チ

ップの素材は粘板岩と頁岩がほとんどであった。原の辻遺跡の低地部においては，弥生時代前期末か

ら活住が始まり，弥生時代後期初頭には終わって遺跡中心部の台地に集往することが前出の河川改修

に伴う発掘調査などで明らかにされていたが，これらの遺構の検出によりこれが裏付けられた。また，

ほぽ同時期』こ石器工房もはじまることは注百される O

弥生時代中期前葉の遺構では 1号!日持道(弥生時代中期後葉初めころまで)， 2号!日河道(弥生時

代後期まで)， A区3号土寝， B 区 7 号~10号土塘， E区16号土壌，合[/11¥児翠f官墓などを検出した。

1 号i日河道と 2 号!日河道は I~番鉾111の支流と考えられる。地形的にこの地医は徴高地であったと推測さ

れ，この両河川とi罷鉾}l11日河道に阻まれた状況が弥生時代f判明後葉はじめころまで続くと考えられるO

前の時期に比べて遺構の数も増え，層住域とし ，発展したことが推測される。 E1X16号土土産か

らは前漢持代の三翼鉱が出土したが， B区からは同じく前漢持代の五抹銭も出土している。この時期

には船着き場も築造されたと推定され，これに近接したこの地区でも大睦や朝鮮半島からの人々との

交易・交流などが行なわれた物証となる。

弥生時代中期後葉の遺構では 1号一濠 1号溝 2 3号令溝 4号溝，土壊20基以 1:などを確

認した。今回の調査において検出した遺構数が最も多しこの時期がこの地互の最J盛期と考えられる。

1号濠は，これまで涼の辻遺跡の多重環濠の中で内濠とされてきたものであるO 訴の時期からのi播鉾

J 11支流にあたる 1[1再選 2 条がこの時真~にも存在し，この両河川は自黙の濠的な役割も果たしていたと

考えられる。 1 号j葬品生活・農業用の用排水路と考えられる。 2~4 号i著は，この土也氏の発展による

集住・過密化などに持う，何らかの意味を持つ誌面のためのものと思われる O

弥生時代後期の遺構では，土壇や溝など人々の生活に関連する遺構は沼とんど検出しなかった。や

はりこのよ由民においても居住は行会われなくなり，台地上に集住したものと考えられる。 L出国として

は，委国大乱jの蔀日吉戦から大乱に至る軍事的緊張の高まりなどが考えられる。これを裏付けるよう
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に，この詩期の遺構で主体となるのは 2号濠 3号濠 4号濠 5号濠ヲ 6号ci豪という J条にも及

ぶ濠群である。この濠群の検出により，箆の辻遺頭、において従来考えられてきた，弥生時代中期から

後期に遺跡中央の台地を環濠が多重環状的に民んで防御する状況は，少なくとも弥生時代後期の今国

の調査地底においては違うことが判明した。 5条の濠は接することなく交錯し，複雑に中魅し合い総

体として複合的環濠を形成していたことが明らかになった。後世の城郭の[虎口 j自宅jな意味をもっ，

前額i的配露と考えられる。環濠の状況解明については来年度以降の発掘謂在に期待される。

吉填持代前期の遺構では，はっきりしたものは 7号溝だけである。この時期，弥生時代後期に掘削

された震群は埋め戻され，おそらくは永田としてこの地区は利用されたものと考えられる(櫛田歳男

氏編年IIb~IIc 式)。また濠の諮滅と時を同じくして台地上の居生も終わりを告げ，原の辻遺跡、集落

は解体したと考えられる。 7号溝は水田のための吊排水路と考えられる O

出土遺物で特筆すべき誌，まず前段:時代の五銑銭と三翼鍛，朝鮮系無文土器，楽浪系土器などの活

発な大窪や朝鮮半島との交捗を物語る遺物群である。三翼議と同じ土壌から出土した牛角把手付き朝

鮮系無文土器もあった。これは謂究地区の120mほど南にある船着き場遺講との語接な関連が考えられ

る。また，前出の汚川改修に伴う調査や潜池造成に伴う調査によって 1号!日河道を挟んで隣接する

地区は徴高地で，これを屈むi播鉾JI[[日河道からは200点ほどの朝鮮系無文土器が出土したため，この徴

高上告は朝鮮半島から来た人々の集住域と推定されたがヲこれとの結び、つきも考えられる O また B • 

D区を中心に石器製作で排出したと推認される多数の石チップや，石器の末製品が土壊などから出土

したことも注目される O これはこの地区が単なる居住域ではなく，石器工房も集中しており，さなが

ら東京の下町と付随する町工場群のような状況を呈していたと考えられる。石製礎盤の出土も注目す

べきことである。前出のi智治造成工事に伴う調査において，大型高床建物の建築部材である弥生時代

中期の床大引材が出土した。この材は礎石・瓦葺き建物に俸用される可能設があることが指損されて

いたが，現在までの発掘調査では同時期の礎石や瓦は発見されておらず，また冬に非常に強い北西風

が吹く遺跡の立地環境などから，床大引材と石製礎盤との組み合わせによる，より強国な構造をもっ

大型建物のriJ能性も生じてきた。

以上，今関の調査成果をまとめてみたが，一言で表わせば弥生時代前期末から古墳時代前期までの

原の辻遺跡の北西器地部の状況を，これまで以上に明らかにすることができたことである。 同時に試

掘壌による調査の眼界，広い面的調査の必要牲を感じた。今後の調査の指針となるべきことである。

最後になったがラ発掘調査から報告書作成にあたり，原の辻遺跡調査指導委員の先生方，謂査事務

所の外業・内業員の方々をはじめ多くの人々の支援，指導助言を受けた。記して感謝の意を表する。

また，原の辻遺跡の発掘謁査:及び壱岐君15の埋蔵文化財の保存・研究に尽力されてきた，芦辺町教育委

員会文化財指導員の松永泰彦氏が成10年12月6日急逝された。 で哀悼の意 したい。

1 移~田E長男!九チI'U 古墳時代の研究j 6 雄山間 1991 
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